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話の道筋

1．地形とは何か

2．斜面の区分法

3．斜面の多様性

4．斜面の長期的安定性
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地形の本質

　地形とは，地形構成物質（＝地形物質）の移動の結果と
して生じた地表の起伏形態であり，今後も変化する．
　　　地表面：固体地球圏と流体圏の境界面
　　　　　　　＝陸地面＋海底面＋氷底面

　系１：地形は，地形物質の移動過程（＝地形過程）の
　　表れであり，主として４種の変数に制約される．
　　　→地形学公式

　系２：地形と地形種の区別：
　　　この区別をしないと，地形の意味が分からないので，
　　地形から土地の工学的性質が読み取れない．
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地形学公式
地形量と地形過程の基本的変数の関係を示す経験式・実験式・理論式

Ｑ ＝ ｆ（Ｓ，Ａ，Ｒ，ｔ ）
ここに，

Ｑ ＝ 問題とする地形量：geomorphic quantity

Ｓ ＝ 地形場（元の地形）の地形量（Ｓ１ Ｓｎ）：geomorphic setting

Ａ ＝ 地形営力（Ａ１ Ａｎ）：geomorphic agent

Ｒ ＝ 地形物質（Ｒ１ Ｒｎ）：resistance of landform materials

ｔ ＝ 地形営力の継続時間（ｔ１ ｔｎ）：duration of acting agent

Ｔ ＝ 絶対時間（地質学的時間）：absolute time or geologic time

• 長期間の地形変化を扱う場合には，ｔ＝ｆ（Ｔ ）と見なせるから，

Ｑ ＝ ｆ（Ｓ，Ａ，Ｒ，Ｔ ）

・地形は一つの変数だけの表れではない！
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地形と地形種 ： アマとプロ
• 地形 (Landform) ：日常用語

固体地球の表面の起伏形態：成因を問わない形態用語

例．山，高台，丘，尾根，谷，崖，平地，半島，磯，浜，etc.

• 地形種 (Geomorphic species) ：地形学用語
特定の 地形過程（地形物質の移動過程）で生じた，

特定の形態・内部構造をもつと地形学的に認識された，

地表（地形）の一部分を表す成因用語

例．日本の地形の５大区分：火山，山地，丘陵，段丘，低地

平地：扇状地，蛇行原，三角州，自然堤防，後背湿地,浜堤,etc.

急崖：段丘崖，ケスタ崖，断層崖，熔岩流末端崖,etc.

半島：陸繋島，砂嘴，熔岩流半島，地すべり半島,etc.

凹地：カルスト凹地，地すべり凹地，砂丘間凹地,etc.

火山：成層火山，火山砕屑丘，熔岩円頂丘，火砕流原，etc.
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地形種の階層性の例：河成堆積低地

扇状地

蛇行原

三角州

谷底堆積低地

支谷閉塞低地

水底三角州扇状地

蛇行原

三角州

谷底堆積低地

支谷閉塞低地

水底三角州
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地形種の階層性
１地点の地形種は階層の異なる複数の地形種で呼称しうる．

① 平野（例．関東平野） ＝低地＋段丘

② 低地＝堆積低地＋付着低地＋侵食低地＋溶食低地＋集団移動成低地

③ 堆積低地＝河成堆積低地＋海成堆積低地＋湖成堆積低地＋風成堆積低地

（＋氷河成堆積低地）

④ 河成堆積低地＝谷底堆積低地＋扇状地＋蛇行原＋三角州＋支谷閉塞低地

⑤ 蛇行原＝河川敷＋河跡湖＋流路跡地＋自然堤防＋後背低地（＋河畔砂丘）

⑥ 後背低地（広義）＝後背低地（狭義）＋後背湿地＋ 後背沼沢地＋後背湖沼

階層の低い地形種ほど，その形成過程（地形過程）が簡単であるから，

それを特定するほど，その地点の自然条件の推論の精度が上がる．

（→地形工学の論拠の一つ）
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EDCBA

　「地球表面は斜面の集合」
であるが，

　普通には，
　傾斜５度以上の地表面を斜面
と言う．

A ：　山地
B ：　平野

C :　大陸斜面

D :　大洋底

E :　海溝

地球表面の高度と深度
の頻度分布
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斜面の規模と特徴

　人為的に改変できる斜面の規模は，斜面長 100 km 以下の斜面に限られ，
実際には，山地・丘陵・火山・段丘崖などの斜面である．
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地形界線
の分類
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斜面の区分法（＝地形線の認定法）

地形線

地形点

12

顕著な地形界線
の認定例
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地形界線の認識段階（マクロからミクロへ）
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遷急線と遷緩線

地形区分の第１歩
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種々の成因による遷急線と遷緩線
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成因の異なる遷急線と遷緩線の例：山地斜面

破線が侵食前線（遷急線）で，実線が遷緩線である.

左図では，
白丸が遷急点，
黒丸が遷緩点
である.

一連の斜面に，複数本の
遷急線と遷緩線が存在
することに注意．
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新旧の侵食前線（遷急線）

最新の侵食前線の一部

18

地形・地質・地形形成過程の関連
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地形・地質・
地形過程の

関連

落石

20

地形・地質・
水文条件の関連

21

斜面の多様性

22

斜面傾斜の各種の表示法

23

傾斜による斜面の分類と斜面の慣用的呼称

緩傾斜な斜面ほど細分される．
∵物質移動過程が微妙に異なる．
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斜面の平均傾斜の例
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斜面型の
基本的分類

26

斜面型の
基本型の
捉え方

斜面の細分の仕方
によって，斜面型の
呼称は異なる．

例えば：
全体としてはXrであるが，

局所的にみれば，
他の斜面型もある．
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斜面型の出現する地形種

28

斜面型の精密分類法

29

斜面型の精密分類法

30

斜面型の精密区分（目視と読図では個人差がある）
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国土地理院「土地条件図」の斜面分類

傾斜角を重視しているようである.
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国土地理院
土地条件図
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単位地表面

34

自然斜面の多様な分類基準

35

斜面縦断形状の地形量

36

縦断形の異なる単式斜面の組み合わせ
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斜面縦断曲線の区分

38

斜面の形態的区分の練習図

39

斜面の形態的区分の練習の回答例

40

斜面の形態的区分の練習の回答例
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地層の相対傾斜の定義

斜面

42

斜面傾斜（θ）と地層の相対傾斜（γ）の
組み合わせによる斜面分類

流れ盤と受け盤の分類だけでは荒っぽ過ぎる！
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実存する段丘崖の傾斜（θ）と地層の相対傾斜（γ）の関係

受け盤斜面

柾目盤斜面A

逆目盤斜面

垂
直
盤
斜
面

水
平
盤
斜
面

平
行

盤
斜

面

B
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硬岩の段丘崖の傾斜（θ）と
地層の相対傾斜（γ）の関係 段丘崖の

離水年代

0.5 ka

1 ka

1.5~4 ka

5~9 ka

10~30 ka

75°

25°

35°

50°

調査地域：
犀川（明科―信濃新町）
大井川（千頭―家山）・寸又川
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斜面物質とその収支の異なる斜面各部の概念

（現成の谷壁斜面では
しばしば除去されている）

間違った概念：必ず削剥される！

46斜面各部の内部構造を無視していることに注意！

古典的な斜面発達モデル
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斜面発達の追跡データ　（高さ５フィートの側溝の壁）
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岩石段丘崖の斜面発達

河川側刻によるノッチ

荒川

小林サイト：側線R77（比高＝29.7 m）
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岩石段丘崖の斜面発達

April 1986May 1985

崩落岩塊

サポーター：２名

小林

小林

強風化帯の剥落

荒川：低水位

ノッチ
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秩父：岩石段丘崖の岩盤崩落

崩落岩塊

側線：R77

司令：中西

崩落部
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岩石段丘崖の斜面発達（現成段丘崖の崩落）

Vp ≦ 0.5 km/s

Seismic prospecting line

Vp > 0.5 km/s

(Weathered zone)
Spring
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実際の斜面発達
空間時間変換（ergodic assumption）
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斜面傾斜とその変数頂部凸形部

中部直線部

基部凹形部

斜面全体

斜面３部分の高度構成比

頂部凸形部

基部凹形部

中部直線部
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斜面減傾斜速度の地形学公式（経験式）

are

地形量

時間

地形場

地形営力

地形場

地形物質

地形物質

地形物質

無次元定数

地形物質
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長期的な斜面発達
の予測例

1000 y.
100 y.

10000 y.

Sc = 50 MPa
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斜面発達の行方

頂部凸形部

下部凹形部

中部直線部
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斜面の多様性

　任意地区の斜面は，
右表の分類基準によって，
さまざまに分類され，
その組み合わせは
極めて多様である.

　よって，丁場の斜面が
どのような組み合わせの
斜面であるかを認識する
ことが肝要である.

　斜面構成物質は，その場での
直近過去の地形過程で
移動されずに，残っている物質
である.
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工学者のための，地形一般についての参考書：PR

全1322頁


